






いうのも一方の立場からのことばであり, 立場を変えれば djihad (ジハー
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在する｡ 古代の仏像を初めとして, 高麗の青磁, 朝鮮の白磁, 高麗の仏画
と数え上げればきりがないが, 奈良の天理大学には, 朝鮮絵画史上の最高



















人が朝鮮史上第一の書家とされている｡ 絵画として, 文学として, そして
書芸として, この ｢夢遊桃源図｣ は三つの分野で朝鮮芸術の頂点を示すこ






(1447) のことであるが, まもなくして世宗が亡くなると (1450), 第一子
の李 (文宗) が即位したものの, 在位二年に満たずに亡くなってしまう
(1452)｡ そして, 文宗の子の李弘 (端宗) がわずか十四歳で即位すると,
叔父たちの間で政争が起こるのである｡ 1453年, いわゆる ｢癸酉靖難｣ に
よって, 世宗第二子の首陽大君・李は第三子の安平大君を追いやって殺












たし, ｢癸酉靖難｣ の勝利者である首陽大君 (世祖) も後には名君と評さ
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れることになる｡ しかし, そんな王族の争いの中で臣下たちはどうあるべ
きなのか, むずかしい進退を迫られることになる｡ ｢夢遊桃源図｣ に詩文
を寄せた二十一名は, その交流の深浅はあるにしろ, 安平大君のサロンに
出入りしていた人々である｡ その中で, 安平大君とともに, 金宗瑞が殺さ








えば, どのようにでも解釈できる｡ 作者の安堅についても, 稀代の書画の
収集家であった安平大君の書庫に自由に出入りして中国の画家たちの画風
を学んだとされ, 安平大君との結びつきは並々のものではなかった｡ それ
ゆえ, 安平大君と運命をともにして死んだという説があり, また, ｢癸酉
靖難｣ の直前に, 貴重な墨を懐に入れて安平大君の不興を買い, 大君邸を
出入り禁止となって事変に巻き込まれるのを免れたという話も伝わってい
る｡ しかし, それも, 危険を察して, 稀代の画才の失われるのを惜しんだ
安平大王の打ったお芝居だという話にもなる｡
さて, 絵画の構成は, 向かって左側に俗界が描かれ, 中央に渓流が流れ
て, 右側には桃源郷そのものが描かれている｡ その鑑賞は別の機会に譲る





土地平曠, 屋舎儼然, 有良田美池桑竹之属, 阡陌交通, 鶏犬相聞, 其中
往来種作, 男女衣著, 悉如外人, 黄髪垂髫, 怡然自楽｡
(土地は平で広く, 家屋などが整然と立ち並んでいる｡ 肥沃な田んぼが
あり, 美しい池があり, 桑や竹が生えていて, 東西南北の四方に道がこも




桃源図｣ ははたしてどうであろうか｡ ｢夢遊桃源図｣ には人間は描かれて
いない｡ 安平大君自身の跋文には, ｢余與仁叟, 策馬尋之｣ とあって, 自
身と仁叟, すなわち朴彭年はいなくてはならないし, さらには ｢傍有数人
在後, 乃貞父, 泛翁等｣ とあるから, 貞父・崔恒と泛翁・申叔舟がいたこ
とになるのだが, 彼らも描かれていない｡ もちろん, 陶淵明の ｢記｣ には
ある, 髪の毛の黄ばんだ老人もいないし, おかっぱの子どもたちが遊び回っ















ではないが, ｢夢遊桃源図｣ の桃源郷には生活者への視点はなく, みずか
らがその渦中にいる最上層内部での権力闘争に対する嫌悪と倦怠とそこか
ら逃避しようという姿勢をそこに見るべきであろう｡
二, 『洪吉童伝』 のユートピア (1) ―子ども殺しと父親殺し―
盗賊の親玉であった洪吉童は最後には絶海の孤島に王国を築く｡ そこに
作者の許 (1569～1618) の思い描いた理想郷が表現されていると思われ




辛未録・朴氏夫人傳・林慶業傳』 (韓國古典文學大系１ 教文社 1984年
11月) を使う (韓国での発表の際には, 準備をパリ滞在中にしなければな
らず, また発表が英語であったために, にインターネットで出すことので




それにしても, 韓国でのハングル小説の嚆矢である 『洪吉童伝』 の著者
の許の兄弟たちの多才ぶりには驚かされる｡ 陽川許氏の同知中枢府事の
許曄を父として, 兄にはまず吏曹判書にまでなり, 壬辰倭乱の前に日本に
来たことのある許筬 (1548～1612) がいて, 女真族や倭冦との歴史的な関
係を実に詳しくたどっていて興味深く, 他の野談とは異彩を放っている
『海東野言』 を書いた許 (1551～1588) がいる｡ そして, 姉には朝鮮朝
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随一の女流詩人といっていい蘭雪軒・許楚姫 (1563～1589) もいる｡ しか





る｡ 東洋医学の集大成といっていい 『東宝医鑑』 を完成させた許浚である｡




｢さて, 朝鮮国は世宗のみ代, 一人の宰相がいたが, 姓は洪で, 名は某
であった｣
テキストによって, 時代を特定させないものもあり, ｢宣宗 (祖？)｣ の
時代とするものもある｡ きわめて開明的で韓国きっての文化的な英雄でも
ある世宗の時代のこととするかどうかで, 物語の奥行きが随分ちがってく
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ころ, もう一子は名が吉童, 侍婢の春蟾の生むところ｣
父親の大臣には二人の息子がいて, 兄は正妻の子, そして, 弟の吉童は
妾の子だったということになる｡ 日本では伝統的に正妻の子と側室の子と





と呼んだり, 兄さんと呼んだりするごとに, まずは叱りつけて, そうは呼
























になる｡ モンテスキューの 『法の精神 (De L’Esprit des Lois)』 に ｢さま























最後に, アリストテレスは, 次のようなことをわれわれに教えている｡ い
くつかの都市では, 十分な公民が存在しないときには私生子が公民たるの
地位を取得し, そして十分の公民が存在するときには彼らは取得しなかっ
たと｡ (モンテスキュー／野田良之他訳 『法の精神 中』 岩波文庫による)
On ne donc 	
les 
dans les pays la polygamie est
permise. On les dans ceux la loi d’une seule femme est Il
a fallu, dans ces pays, 







que les moeurs soient pures, les

doivent 
encore plus odieux que dans les monarchies.
On fit peut-
Rome des dispositions trop dures contre eux. Mais les in-
stitutions anciennes, mettant tous les citoyens dans lade se marier,
les mariagesd’ailleurs adoucis par la permission de

ou de faire
divorce, il n’y avoit qu’une
	grande corruption de moeurs quiporter au
concubinage.
Il faut remarquer que la de citoyen 
dans les

elle emportoit avec elle la souveraine puissance, il s’y faisoit
souvent les lois sur des 
qui avoit moins de rapport la chose






Ainsi, le peuple a quequefois 
pour citoyens les afin
d’augmenter sa puissance contre les grands. Ainsi, 
le peuple
retrancha lesdu nombre des citoyens, pour avoir une plus grande por-
tion du que lui avoit 
le roi d’Egypte. Enfin, Aristote nous apprend
que, dans plusieurs villes, lorsqu’il n’y avoits point assez de citoyens, les

et que, quand il y en avoit assez, ils ne 
pas.
モンテスキューのこの文章はさまざまなことを考えさせる｡ 日本で庶子








た, アテネではエジプトから送られる ｢麦の分け前 (portion du )｣ が
減るから, 庶子を市民とは認めなかったというのだが, 庶子を子どもと認
めるかどうかは, 結局は ｢麦の分け前｣ に関わっている｡ 朝鮮王朝の場合
でも, ｢麦の分け前｣ は文字通りに解釈してもいいが, 科挙で問題とすれ
ば, 官職の数ということになろう｡ 官職の数は限られているのに, 庶子に
までそれを回すことはできないということになる｡













































に infanticideの方が重要なのではないだろうか｡ ｢孝｣ という文字は ｢土｣
の下に ｢子｣ を埋めて ｢ノ｣ で突き刺す形である｡ この字源解釈はもちろ
ん誤りだが, ｢孝行｣ を最重要の徳目とする儒教は, 人間の本性はともす
れば逆の方に流れがちだから, それへの戒めだと考えるとしても, つまる
ところは親が子どもを殺しているのではないか｡




をアニメにしたものである｡ その原作は ｢Evolutional Man (進化人間)｣
という英語の小説らしいのだが, 私が手に入れたフランス語訳の本の題名
は ｢Pourquoi j’ai 	
mon pere? (どうして僕は父さんを食べたのか)｣
であり, 否定詞の ｢pas｣ はなかった｡ ちゃんと食べているのである｡ フ
ロイド理論にのっとった人類社会の進化を読み物にしたもので, 当然そこ






ども殺しが演じられる｡ たとえば, 『菅原伝授手習鑑』 では, 松王丸は主
家筋の菅丞相の子の菅秀才の命を救うためにわが子の小太郎を寺子屋に送
り込み, 武部源蔵に小太郎を殺させる｡ 松王丸がわが子小太郎の首を見な
がら, 菅秀才の首に間違いなし, 武部源蔵, よくやったといってのけると










で自殺させられる｡ 観客はそれを見て涙を流すのだが, 主人のために, あ
るいは主人の子どもの身代わりとして自分の子どもを殺すのは ｢忠｣ であ









すれば, その孝行心は尊いが, やはり, 子ども殺しの文化なのである｡ 恵
慶宮洪氏はジェーン・オースティンやブロンテ姉妹に匹敵する優れた世界
的な女流文学者だといってよいように思われる｡ その 『閑中録』 は, 英祖
と思悼世子の父子間の葛藤を極めて冷静に見つめ, 当事者の心理を的確に
分析してみせる｡ 強大であり, そしてその名前の通り, 英邁だった父親の
英祖に対して思悼世子は萎縮していき, 狂気に陥り, 宦官や宮女を殺し始
める｡ 誤解を恐れずにいえば, 思悼世子が殺すべきは父親の英祖ではなかっ
たろうか｡ ヨーロッパでは予定調和的にそうなるはずである｡ しかし, 東
洋の朝鮮では, 父の英祖に命じられて思悼世子は唯々諾々と米櫃に入れら
れて餓死させられることになる｡ 子どもの方が殺されるのである｡







あり, 静かにその門を開けて中に入って行った｡ すると, やにわに広い原っ
ぱが広がり数百戸の人家が櫛比しているではないか｣
まさしく桃源郷である｡ 『青邱野談』 や 『渓西野談』 といった朝鮮時代
の野談の中にはいくつかこうした山中の村落が描かれる｡ 風水師の南師古
の ｢東国十勝選｣ というのも, やはり海辺の村などではなく, 人跡をとだ
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えた山中の村である｡ しかし, 朝鮮の人々にとって ｢桃源郷｣ はまた特別
















てしまう｡ だが, あくまでも義賊であって, 貧しい人々を救済する ｢活貧
党｣ を名乗って, 特に語られるのは, 海印寺と咸鏡道監司への痛快な謀議
を練った上での強盗行為である｡ 海印寺は高麗大蔵経の経板を保存し, 由





しかし, 国家権力への反抗は長くは続かない｡ 父と兄が出て来て, 吉童
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に投降を呼びかけるからである｡ そのとき, 五倫, すなわち儒教道徳が説
かれる｡ 吉童は父と兄の呼びかけに応じて投降するが, 罰されることはな
く, 兵曹判書の官職を与えられることになる｡ 『経国大典』 の ｢兵典｣ に,






に龍殺し (dragon slayer) となる｡ それが父親殺しの代替となると考えて










『好色一代男』 はその名の示す通り, 好色本である｡ 主人公の世之介は
七歳のときから女性を経験して ｢五十四歳までたはぶれし女三千七百四十
二人｣ とある｡ 最近パリのバスティーユで見た 『ドン・ジョヴァンニ』 で





は, ｢イタリアでは七百四十人, ドイツでは二百三十一人, フランスでは
百人, トルコでは九十一人, そしてスペインではなんと千三人｣ というこ
とになり, ｢スカートをはいてさえいれば (porti la gonnella)｣, 国
籍も老若も貴賤も美醜も問わないというのだが, しかしドン・ジョヴァン
ニの相手はあくまでも女性である｡ 世之介の場合は ｢少人のもてあそび七
百二十五人｣ と続いていて, 主人公の世之介は同性愛も拒んでいない｡ ち
なみに, 西鶴の 『武道伝来記』 および 『武家義理物語』 という武士道を描
くといわれているものの多くも実は同性愛を描いたものである｡
世之介は放蕩生活を続けるごく早い段階で, ｢勘当｣ を受けている｡ こ
れを ｢子ども殺し｣ と位置付けることも可能であろう｡ しかし, 久離を切
るとはいいながらも, 一時的であり, 後には許され遺産を相続することに
なる｡ ｢合二万五千貫目, 母親よりずいぶん使へと譲られ｣, ｢明け暮れた
はけを尽くし｣ たのである｡ 洪吉童の盗賊としての活躍には世之介の異性





世之介はそうはならない｡ ｢死んだら, 鬼が喰ふまでと, 俄にひるがへし
ても, 有難き道には入り難し｣ と見事な腹のくくり方といわなければなら







には地黄丸五十壷, 女喜丹二十箱, りんの玉三百五十, 阿蘭陀糸七千すじ,
海鼠輪六百懸, 水牛の姿二千五百, 錫の姿三千五百, 革の姿八百, 枕絵二
百札, 伊勢ものがたり二百部, 犢鼻褌百筋, のべ鼻紙九百丸, まだ忘れた
と丁子の油を二百樽, 山椒薬を四百袋, ゑのこづちの根を千本, 水銀・綿
実・唐からしの粉, 牛膠百斤,
まったく馬鹿げたことが書かれている｡ この船には精力をつけるための
食べ物, あらゆる性具, 催淫剤, ポルノグラフィー, そして堕胎薬まで,
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男子としての本懐だ, 好色こそわれわれの人生だというのである｡ そして,
ついに海に乗り出すのだが, それが天和二年 (1682) の十月のことだった
としている｡
韓国の真面目な学会の席でこんな話をするのは不謹慎かもしれないと憚











通され, キセルを使って煙草を吸われた｡ 大学には家からは通われず, 島
原か祇園から通われているという噂もあった｡ 江戸時代の性についての百
科全書ともいえる 『色道大鑑』 も出されていて, さもありなんと思われた
ものの, 本当のところどうだったかは知らない｡ 発表者が四年生になった
歳には退官されたので, 一年間しか教わらなかったし, 発表者は平安文学
を専攻したので, 直接に野間先生に師事したわけではない｡ ただ, 当時は
まだ走っていた京都市内を走っていた市街電車で帰りにごいっしょするこ
とがしばしばあって, その話には教えられることが多かった｡ まだ二十歳










だわけではなかった｡ 今回, この発表のために必要となり, フランスにコ
ピーを送ってもらった (｢西鶴と西鶴以後｣ 『岩波講座 日本文学史 第十
















この読み方こそが 『好色一代男』 の核心を突いているであろう｡ その女護
の島への渡航が行われたのは ｢天和二年神無月｣ と, 作品の中にははっき
り記されているが, これは 『好色一代男』 の出版のときと重なっている｡








り, そして怨嗟の声を放ったのは, 秋霜烈日の如き綱吉の法度政治, 恐怖
政治であった｣
徳川綱吉の政治については評価が分かれている｡ 有名な ｢生類憐れみの
令｣ という悪法を敷いた反面, また湯島聖堂を建て, 儒教を奨励して文治
主義を徹底しようとした将軍でもある｡ しかし, 野間先生は, 綱吉みずか
らは儒教的な賢君明主を意識して振る舞ったものの, やはり希代の悪君で












た｡ しかし, その秩序が謹厳な儒教に基づく以上, 吉童は別の王国を海の
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外に求めるしかなかった｡ ともに ｢親殺し｣ が果たせないために理想郷を
求めて海に出て島に渡ったが, 一方は女性を ｢つかみどり｣ にする ｢女護













当たった文章であり, さっそくこの発表に生かした｡ そして, ボルテール
を読む過程で, 啓蒙君主としてフレデリック２世に突き当たった｡ ボルテー
ルが序文を書いて, その書物以上に立派な書物を, 実際の統治によって著
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Even if we assume that men are as opportunistic as Machiavel wants them
to be, it would however not follow that we must imitate them. Mr. Cartouche
betrays, robs, assassinates. After much consultation foregone, I conclude from
this that Cartouche is a criminal, that one must punish - and not that the judges
should use him as a role model for their own conduct. If the world had little
honor and virtue, said Charles the Wise, it would be in the princes that one





｢CARTOUCHE, Loui-Dominique 1693～1721 / 11 / 27 有名な盗賊｡ 樽屋
の息子｡ ルイ‐ル‐グラン校で学業を始めたが (若いボルテールと同窓生











許：1569～1618 朝鮮王朝中期の文人｡ 字は端甫, 号は蛟山｡ 本貫は陽
川｡ 曄の三男｡ 1594年, 文科に及第して, 議政府参判になった｡ 1610年に
は北京に行って天主教にも触れたが, 中国の小説類を耽読してみずからも
小説や讖記を書いた｡ 庶流出身の李達に詩を学ぶためにみずからも庶民と
して振る舞った｡ 光海君の暴政下, 大北党に加担, 1617年に逮捕されて,
翌年には斬首された｡
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